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申請書Part 10 別紙；　申請スキーム分野関連の認識　　　　　　　　　申請者氏名；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
*必要に応じて行数を足してください。不要な箇所は削除していただいて構いません。
（Xスキーム申請のうちのY）＊
	1. 申請スキーム（スキーム毎に記載）
	

	2. 論述するテーマ
	

	3. 認識の論述（認識を得た経験の概要、経験から得た気づき／認識に至った経緯、認識と規格との関係性）

	


















記載ガイダンス
1. 申請スキーム
以下のリストから、本書に記述するスキーム1件を選択し記載する。
品質（QMS）、環境（EMS）、労働安全衛生、食品安全、情報セキュリティ、情報技術サービス、事業継続、
エネルギー、医薬品、航空宇宙品質、社会システム、海事、EICC
2. 論述するテーマ
以下のリストから、本書で論述するテーマ1件を選択し記載する。
論述にリストにないテーマが必要な場合は、「その他（　　　）」とし、括弧内にそのテーマを記載する。
論述に複数のテーマが不可避の場合、2件以上のテーマの選択も可とするが、テーマ毎に以下の「認識の論述」に要求されるすべての事項を漏らさず記載する。（参考； 論述するテーマの数は、認定評価に影響しません。）
· 申請分野において目的を達成するための要素
· 申請分野の審査員／監査員にとって最も重要な知識
· 申請分野の監督機関および規制当局
· 申請分野のマネジメントシステムにおける固有の要素
3. 認識の論述
認識を得る拠り所となった実務経験の概要、その経験から得られた気づきや認識に至った経緯、および、自身の認識と申請スキーム規格要求事項との関係性を論述する。
[bookmark: _GoBack]（参考； 文字数は不問<必要に応じて枠を拡張して記載可>）
＊申請スキームが複数の際は、X(スキーム総数)、Y(別紙番)）を記載し、1スキームの場合は本項を削除する。
＊本ガイダンスの各項を削除して申請する。
以上
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